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【講演】 !
アジアの貿易構造と日本 !
　今年2014年は、第1次世界大戦が始まった
1914年からちょうど100年目に当たります。 
　ご承知のとおりEUは、フランスとドイツの
長年にわたる主権と領土の争いに根本的な原
因のあるヨーロッパの殺りく戦、これを繰り
返してはならない、ということで、長い時間
をかけてできあがりました。とくに第1次世界
大戦は、それまでの戦争とは武器の質が圧倒
的に変わった。大量の戦死者と負傷者を出す。
第2次世界大戦は、それがよりひどくなった。
核兵器まで出てきました。さらに恐ろしいほ
どの数の人間を、あっという間にこの世から
消し去ってしまうのであります。 
　戦争をなくするためにはどうしたらいいの
か、それがEEC（ヨーロッパ経済共同体）で
あり、EC（ヨーロッパ共同体）であり、今の
EUでございます。国境線をなくすしか方法は
ないんではないかというのが、ヨーロッパの
知恵であったわけであります。さらに、経済
統合から政治統合に向かわなければいけない
ということになった。経済統合においても、
金融は統合したけれども財政が統合できない。
国家主権に関わる財政を、いったいぜんたい
どうしたらいいのかという難問に差し掛かっ
てきた。ヨーロッパそれぞれのお国柄、民族
性もあります。 
　それでも、通貨の発行権という主権のひと
つをEUに移譲することはできた。次は、EU
が各国政府に変わって税金を徴収し、その財
政で国家的な施策をやる段階に来たわけであ
ります。 
　ところがヨーロッパは、「ゆりかごから墓
場まで」、あるいはビスマルクの社会保障的
感覚に裏付けられた社会保障、国民の生活を

少しでも豊かにする、安定的なものにすると
いうテーゼを共有をしておるわけであります
が、当然のことながら、税の徴収、財政の役
割というものを超国家であるEUに移譲するこ
とはできない。しかし、EUから見てみれば、
そこのところの調整がうまくいかないと、金
融政策だけでEU全体を豊かにするということ
は難しい。このせめぎ合いの中で今、彼らは
もだえているわけでございます。 
●労働人口の減少 
　ナショナリズムというやっかいなものも台
頭してきています。以前からベルギーとかオー
ストリアで極右というか右翼的な勢力が徐々
に政治の世界で、あるいは市民社会の中で力
を持ちつつあった。今度のEU議会選挙では、
イギリスとフランスで事もあろうに第1党になっ
てしまった。日本ならばどうなるかというと、
この間の東京都知事選挙のひそみに倣ってい
えば、東京都知事に田母神俊雄さんがなって
しまったというふうな感じの状況が、起こっ
てるわけであります。 
　ただ、日本とヨーロッパの決定的な違いは、
若者の失業率、失業率全体が幸か不幸か低く
おさまっている。非正規雇用が40パーセント
近くになって、日本もだんだんと格差が大き
くなってきているわけでありますけれども、
にもかかわらず失業率だけは非常に低位のと
ころにとどまってる。 
　一方で、若年労働力が足りないというのが
日本の特徴であります。これは当然のことな
がら、団塊の世代が1学年で200万人を超す人
口を持っておったわけでありますが、この人
たちがどんどんリタイアしていってるという
のが今の状況でございます。それに対して新
規労働力参入者はおそらく毎年70万台ぐらい
であろうと思われます。 
　そして、この若い人たちはどちらかという
と、かつて3Kといわれていたような、汗水垂
らして体を使って働くという農業・建設業、
介護、自動車の整備、そういうところの労働
力が決定的に不足してきておるのではないか。!
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　私の目算では、介護、建設、農業は10万人
単位でそれぞれが穴があいてるだろうと思い
ます。農業に至っては、私が68歳であります
が、平均年齢が66といわれております。毎年
毎年、平均年齢が1つずつ上がっていきます。
つまり、来年は平均年齢が67になる、再来年
は68になる、70までもうあと3～4年しかな
い。平均年齢が70になったらその後はどうな
るのか、大変おぞましい姿であります。つま
り、高齢者がどんどんお亡くなりになるとか
あるいは仕事から離れていく、それを補充す
るといいましょうか受け継ぐ人たちがいない、
というのが今の日本経済の姿でございます。
ここをどうするのかというのが、最大の課題
だと思います。 !
●外に敵を作って、内の不満をそらす 
　今、建設業界は東京オリンピックで湧いて
いるように見えます。「国土強靭化」として
の公共事業への財政出動もあり、安倍内閣の
方針が「異次元の金融緩和」でもあり、日銀
にどんどん国債を買わせて、お札を市中にば
らまいているつもりなんですが、これはほと
んど銀行にとどまって外へは流れてこない。
つまり、銀行の投資先・融資先がないという
のが今の姿であります。 
　これはヨーロッパも全く同じ。
マリオ・ドラギさんというヨー
ロッパ中央銀行の総裁がマイナ
ス金利という、大胆かつ異常な
手を出したわけであります。銀
行にお金を預けたら金利を取ら
れるということがいよいよ始まっ
た。 
　日本は超低金利で約20年近
く、なっておりますが、この超
低金利と、「失われた20年」、
「成長しない」というのは実は
同義語であるというのは、経済
学の常識でありますが、そうい
う事態が続いている。つまり、
金利が低いということは、日本
でいえば財務省にとっては大変

喜ばしいことであります。成長率というのは
長期金利で表現されるというのが、これもま
た経済学の常識でありますから。つまり、お
金の回り方がその程度にしか回らなくていい、
もっと言えば、利回りのいい投資先がなかな
か見つからないというのが、今のヨーロッパ・
日本・アメリカ、全ての先進国の置かれた状
況でございます。 
　本当に悩ましいのは、今度のヨーロッパの
選挙でも表れておりますように、若者の失業
率というのがこれだけ高くなっています。50
パーセントを超えてる国が３つもある。こう
なりますと、社会は荒れざるを得ない。実は、
アジアを見ておりましても、こういうパーセ
ンテージではないけれども、中国・韓国は若
い人に大変格差がついて、「大学は出たけれ
ども」仕事に就けない人が出てきてしまった。
ちょっとマッチを擦ってほり込めばすぐにで
も爆発するかもしれないぐらいの欲求不満の
中にたまっているのではないか。 
　政治の側からいいますと、こうした荒れた
社会を治める最も簡単な方法は、「敵」を見
つけ出すことであります。特に、外に敵をつ
くる。つまり、国内で外国人労働者が働いて
れば、「こいつらがおるから、われわれの仕
事がない」という理屈を声高に叫ぶと、そこ
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に付いてくる人がおるんです。日本はまだ内向
している、若い人の欲求不満が高まってきて
いても、大掛かりなデモやストライキではな
く、個人的な、逆にいうとわれわれの常識で
の理解を超えた犯罪に向かっていっているの
であります。 
　格差もつき始めて非常に要警戒の問題があ
りますけれども、失業率が低い、というのが
日本の恵まれたところであるとしても、反対
に、現役の労働力、生産年齢人口が増えない
どころか減り続けるという、ここは日本全体
にとってのピンチだというふうに、私自身は
思っております。 !
●アジアの貿易構造 
　そういう現象があるわけでありますが、ど
ういうふうにこれを見ていくのか、いうこと
です。アジアの貿易構造の図をご覧くださ
い。 
　中国の急成長というのがいかにすごかった
かというのが、これをご覧いただければ分か

ると思います。あるいは、ASEANという所が
こんなに伸びてきた、いうこともお分かりが
いただけると思います。 
　第1次世界大戦の話をしましたが、その前に
日露戦争がありました。1904年から1905年。
日本が奇跡的にロシアに勝った戦争でありま
すが、日露戦争の日本海海戦に使った日本海
軍の軍艦で、国産の艦は一隻もございません
でした。全部、買った艦か借りた艦というこ
とであります。日英同盟の下、イギリスから
あっせんしてもらったものが多かったわけで
あります。 
　ところが、1914年から1919年に第1次世
界大戦終結までの5年間だけで、日本の造船能
力はなんと7.5倍に伸びたといわれております。
粗鋼生産能力というのは3.5倍に伸びたという
ふうにいわれております。1895年に日清戦争
で勝った賠償金を基にしてつくられた官営八
幡製鉄で、日本の製鉄は始まったわけであり
ます。その粗鋼生産能力は1914年から19年
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の5年間で3.5倍に伸びた、造船能力は7.5倍に
伸びた。 
　現に1922年、日露戦争が終わってからたっ
た17年後のワシントン軍縮条約で、「おまえ
は軍艦を造り過ぎだ」というので、主力艦を
アメリカ5、イギリス5、日本が3というふうに
決められたわけであります。1930年にはロン
ドン軍縮条約でまた、今度は補助艦（駆逐艦
等）の保有にも制限がかけられた。そこで日
本の軍隊が「勝手にそういう条約を結んでき
て、けしからん」、というのが満州事変につ
ながっていく、と。要するに、統帥権の干犯
事件というのが起こるのが、1930年からであ
ります。浜口雄幸内閣がロンドン軍縮条約を
勝手に結んできた、これは天皇の統帥権を侵
すものである、という議論が吹き出て日本の
ナショナリズムに火が付いてくるというのが
1930年以降、いう歴史でございます。 !
●日本のモノづくり 
　日本のモノづくりは、急激に力が付いた。
そういう力で戦後復興を果たして、高度成長
を経て、バブル期とその後があって、今の状況
を築いてきた。 
　上海万博がありました。2010年、私は国家
戦略大臣として鳩山由紀夫総理大臣の名代と
して開会式に出席しました。「日本館」とい
うところへ行きましたら、日本館のスローガ
ンは「きれい、かわいい、気持ちいい」なん
です。日本の現在の状態は「きれい、かわい
い、気持ちいい」だ、と。これが当時の上海
万博における日本の売りでした。「ああ、な
るほど」と、私は思いました。 
　さらに、この数年、特にアジアを回ってお
りますと、「きれい、かわいい、気持ちいい」
の上に「安全、快適、コンビニエント」でも
もある。 
　アジアでは、特に日本の食品に対する信頼
感というか、日本ブランドというのは絶対的
であります。特に安全という面に限れば、日
本の食べ物ほど安全なものはない。隣のお国
のものはどうだかとはいいませんが、たとえ
ばミャンマーに中国が新車を販売攻勢をかけ

てる、と。値段が3割か4割、安い。あるいは、
半分ぐらいのものもある、と。新しい自動車
です。 
　他方、日本車の安全神話、堅牢（けんろう）
神話も大変強い。長持ちをするという、この
神話は今の段階ではまだまだ強うございます。
アジアではトヨタを筆頭に日本車が90パーセ
ントぐらい走っております。韓国と中国だけ
は別で、韓国は独自の鎖国的自動車政策の下
で韓国製が、中国では日本のメーカーやヨー
ロッパのメーカーと合弁でつくっている車が
多い。けれども、ASEAN諸国はまだまだ日本
の車であります。電気製品はサムスンが強くて、
なかなかそうはいかないようでありますが。 
　ここから先が問題で。電器と自動車と、何
が違っているのかというのを、よくお考えを
いただきたいと思います。 
　電器は、量販店に販売を任せた。中抜きを
了解したところに、実はメーカーの方が量販
店に価格支配力を握られた。そして、シャープ
もソニーもパナソニックまでもが、弱電部門
では大変おかしいことになってきた。こんな
ふうに思います。 
　一方で、自動車。ディーラー（自動車販売
店）の裏には必ずといっていいほど整備工場
があります。整備工場を支える自動車の整備
士というのは、実は30万人おります。しかも、
全国に展開されております。国家資格で3段階。
トヨタやホンダ、あるいは日産もそうかもわ
かりませんが、そういうメーカーはその上に2
段階のクラスを持っております。ここで働く
人たちは、私からいえば、本当はあまり勉強
の好きではないけれども、自動車に乗ったり
いじくったりするのは大変好きだ、と。その
整備士の一番下のクラスからたたき上げて、
キャリアアップしていく。そのことによって、
もちろん生活も安定する。 
　好きな自動車を修理をし、お客さんの話を
聞き、そしてメーカーの部品提供を適宜適切
に受けながら定期検査あるいは修理をする、
と。この構造が、アメリカやヨーロッパのメー
カーは、ここまで事細やかなサービスと部品
あるいは修理、この一体となったシステムを
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どうしても突き破ることができないというの
が、日本の自動車の強さであります。 
　繰り返しになりますが、電器製品。町の販
売代理店はほとんど、量販店のために閉鎖に
追い込まれた。これを生活者とかユーザーの
側から見ると、果たしてどうなのか。たしか
に、量販店のほうが2～3割か1～2割は安いけ
れども、いざ故障とか何とか、起こると、本
当に困ります。かつては、サービスネットワー
クがあって、電話を一本かけたら、何とか来
てくれた。近所のよく知った店のお兄ちゃん
とかおじさん、ナショナルの代理店の人が来
てくれて、直してくれる。駆けつけて点検して
みると、別に故障でもなくて、ただ使い方が
わかっていなかっただけだと。それで、特に
お年寄りはわからなかった使い方がわかると
か。 
　そういうプロセスが、なくなってしまった。
マーケットとメーカーが直接結び付いただけ
で、果たしてうまくいくのか。中間的な存在
がなくて、うまくいくのか。きょう、医療関
係の方もいらっしゃるかもわかりませんが、
果たして医家向けの医薬品の提供、販売って
いうところで、中を抜いて、日本の卸業者が
なくなった方がいいのかどうなのか。これは
もう大変な難問でございます。 
　経済の理論でいきますと、卸（おろし）や
商社などの中間流通を抜けば抜くほど、つま
り単純化して合理化していけばもっと、安く
なるはずだ。安くなれば、ユーザーや消費者
は喜ぶはずだ、と。こういう理論があります
けども、果たしてそうなのかということが、
実は問われておるのではないか。中間に持っ
ておる蓄積されたノウハウというのは、社会
のありよう、コミュニティーのありように大
変大きな力を持っておるんではないかという
のが、最近の私の考え方、感じ方であります。!
　薬でいえば、日本ほど偽薬の少ない社会は
ない。副作用とか使用の結果の注意信号とか
が出たときの回収の的確な国はない。これが、
ネット販売が許されたときに、極端にいえば、
ネット販売、通信販売を薬の世界で大胆にも

認めたときに偽薬とか改造医薬品とか、そう
いうものが出回らないのかどうか、そのこと
が薬本来の役割に効果的なのかどうなのか、
これはなかなか難しい話だと思います。事ほ
どさように、すべてそうであります。 !
●日本の「中間」技能労働者 
　ミャンマーへ、この2年間で13回、行きま
した。 
　ミャンマーの昔の首都のヤンゴンに、鉄道
の環状線がございます。日本でいうと、東京
の山手線、大阪の環状線であります。実は、
このヤンゴンの環状線も東京の山手線も1925
年、昭和元年に完成しました。約90年、たち
ました。日本の山手線、ターミナル化してな
い駅は、目白、新大久保、鶯谷ほか5駅ぐらい
しかないんです。あとは私鉄であれJRであれ、
交差をし、乗り換えができるようになって、
精密な時間で動く。こんな国はほとんどない
と思います。 
　鉄道は、近代産業革命のひとつの大きなツー
ルでございます。自動車のモータリゼーショ
ンが始まる50～60年前から鉄道こそが産業革
命の一つの核である、鉄鋼・造船・鉄道とい
うのが近代工業化の核であった、と、私は思
います。鉄道の母国イギリスに、日本は日立
が車両工場を造って車両を造って、運行まで
請け負ったということになっておるわけであ
ります。 
　ヤンゴンの環状線は、1周で4時間かかりま
す。時速が20キロぐらいしか出ません。線路
はもう縦にうねり、横にうねり、電車じゃな
くてまだディーゼルですけども、全部借り物
の、どっかから、日本から持ってきた客車で
あったり機関車、それをつなぎ合わせて走っ
ております。 
　同じ年にスタートした環状線でも、90年たっ
て、ここまで違う。何が違うのかと、私はつ
くづく感じました。 
　2013年、渋谷の東急東横線では、終電から
始発までの間のたった4時間半とか5時間の間
に、地上の2階ぐらいにある線路とホームを、
地下4階の新しいホームにつなぎ直した。たっ
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た4時間半でやってしまう。この技能、技術た
るや、想像を絶します。昔でいえば「線路工
夫」といわれておりました保線の技能労働者
の集団をつくって、今でも維持してる。われ
われが知らないところで、彼らは、「今日は、
ここからここまでの区間」と、線路敷きをゆ
がみがないように、あるいは、枕木とその下
の石がちゃんと収まって、あるスピードで走
れるように、毎晩やってくれています。この労
働者を養成し抱えているすごさが、私は日本
の力だと思います。 
　トヨタの「かんばん」方式とか「カイゼ
ン」ってよくいわれます。これを実現した現
場というのは、別に大学院を出て博士号を取っ
た人ではない。専門学校出身の、工業高等学
校出身の方々。モノづくり中でのちょっとし
た工夫の積み重ねが今の自動車の、日本の技
術、技能で、極めて安全で堅牢な自動車だ、
いうアジアの人気を支えているわけでありま
す。 
　そういう中間的な技能労働を核にすれば、
日本はこれからのアジアの中でも世界中でも
冠たる国としてやっていける。単なるモノづ
くりではなく、そこに日本人的きめ細やかな
感覚が含まれたサービス、いうふうなものを
持っていけば、まだまだやっていけると思い
ます。 
　経済を成長させる、あるいは現在の状況を
維持し豊富化させるためには、やはり新しい
フロンティアを絶えずつくり出していくという
ことが必要だと思います。地域的にはASEAN
があります。まだ10年、15年、20年、ここ
に的確にモノとサービスを提供していけば日
本は心配はないと思います。 !
（2014年6月11日　参議院議員長浜博行先生
「政策セミナー」講演より） !!!!!!
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